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あらまし： 本研究では，公開性の高い音声認識や画像認識といった AI 技術を用いることで，手元のデ

バイスのみだけで実行可能な英語プレゼンテーション動画の評価のプログラムを作成した．英語プレゼン

テーションの評価観点として『発話内容』『無音となっている時間』『発表態度』『原稿を読んでいるか』

『好印象を持つ表情をしているか』の 5 つの観点を定義し，それに基づいて評価を行った． 
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1. はじめに 

近年， AI（人工知能）の技術が飛躍的に進歩し，

教育分野における能力判断（評価）の自動化という

新たな社会的革新をもたらそうとしている(1)．本研

究では，大学初年次系の英語教育におけるプレゼン

テーション能力養成を支援する AI 開発を目的とす

る．プレゼンテーションは発話や表情，視線といっ

た要素が評価される．学生にとって上述の要素のト

レーニングは，教員の評価を受けて改善を図るのが

一般的である．しかし，教員の評価を常に受けられ

るとは限らず，自身を客観的に評価しながら自己ト

レーニングを行うことが求められる．一方で AI 技

術の観点では，音声処理や画像処理などの精度が高

まっており，学生の発話や表情，視線の情報を検出

してプレゼンテーションを自動的に評価できる可能

性がある．一例としてロボットを用いた研究(2)が行

われており，身体的所作を Microsoft 社の Kinect で

検出している．本研究チームでは，大学等の教育機

関での運用を念頭に，特殊な機器を必要とせず広く

普及しているデバイスであるスマートフォン等で利

用できる公開性の高い技術を用いることを前提とす

る． 

本研究では，教員の評価観点に沿ってプレゼンテ

ーションの評価・学習支援を目指して、公開性の高

い機械学習技術による自動的な評価の仕組み（AI）

を開発する．本発表では，AI の肝要な部分である評

価方法についてその設計と検証結果を報告する． 

 

2. 概要 

本研究で想定する授業の形態は，対面でのプレゼ

ンテーションではなく，オンライン教育の普及によ

り学生が手元のデバイスでプレゼンテーションを自

ら撮影して動画として提出する形態とする．撮影さ

れたプレゼンテーションの動画において，学生の『発

話内容』『無音』『発表態度』『カンニング』『表情』

を自動で分析し，教員の評価基準に沿って評価を行

う． 

2.1 評価観点及び評価分類について 

本研究では，撮影された英語プレゼンテーション

動画（大学初年次相当）を，機械学習技術を用いる

ことで自動的な評価を行う．今回対象とする教員の

評価観点を表 1 に示す 5 観点で定義した． 

表 1 評価観点 

 
 

 また，上記の評価観点から判定される評価の段階

は S ランク・A ランク・B ランク・Cランクの 4 段

階とし，それぞれどの観点を満たしているとどの評

価になるかまとめたものを表 2 に示す． 

 

表 2 評価分類 

 
 

2.2  評価 5観点のロジック 

発表者の発話 

評価観点 1『発話内容』については，発話すべき

フレーズ（以下キーフレーズ）を教員が設定し，そ

れと発話の内容を比較し，適合数に応じて得点化し，
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8 割以上を 1，未満を 0 と評価した．そのため，まず

はプレゼンテーション動画の音声を文章へと変換し，

次に取得した文章をキーワードマッチングでキーフ

レーズの有無を判定して評価を行う．音声認識には

Microsoft Azure の Speech to Text を用いた．評価観点

2『無音』ついては，言葉に詰まっているかどうか判

定するため，音声が無音になっている時間を計測し，

閾値に基づき無音を 1，それ以外を 0 で評価した． 

 

発表者の振る舞い 

発表者の振る舞いについては，MediaPipe を用い

ることで顔のキーポイントを検出し，顔の向きや視

線の推定を行うことで各観点の評価を行った．評価

観点 3『発表態度』については，推定した顔の向き

から判定を行った．その判定は，推定した値と設定

した閾値の差分の値に応じて 0~3 で評価した．閾値

の設定は，教員による動画から模範となる顔の向き

のデータを得て，そのデータが最大の評価となるよ

うにした．評価観点 4『カンニング』については推

定した顔の向きと視線の値を用い，カンニングを 1，

それ以外を 0 と評価した．評価観点 5『表情』につ

いては，好印象を持つ表情をしているか判定するた

めに FACS(Facial Action Coding System)で定義されて

いる『AU(顔面の筋肉の動き)の組み合わせ』から『感

情』へ変換する規則を用いた．今回はこの規則の中

から『喜び(Happy)』に関する AU の検出を行い，そ

の AU の値から判定を行い，好印象を持つ表情をし

ているものを 1，それ以外を 0 と評価した． 

 

評価の算出 

表 1 で定義した評価観点についてそれぞれ判定を

行った結果から，表 2 で示した評価分類に基づいて

評価の算出を行う．今回本研究で実装した評価アル

ゴリズムのフローチャートを図 1 に示す． 

 

 
図 1 評価フローチャート 

3. 検証 

本研究で開発した自動評価プログラムに，実際に

評価を付けた学生の動画を適用し，プログラム上で

の評価と教員の評価を比較する．プログラム内で判

定された総合評価ごとに評価観点を満たした動画の

数をまとめたものを表 4 に示す．また，2 つの評価

の関係を示したものを表 3 に示す． 

 

表 3 プログラムの評価ごとの評価観点の平均点 

 
 

 

表 4 教員の評価と作成したプログラムの評価 

 
 

 

4. おわりに 

本研究では，公開性の高い技術を用いることで教

員の評価観点に沿ってプレゼンテーションを評価・

学習を支援できることを目指して、機械学習技術に

よる自動的な評価の仕組み（AI）を開発して検証し

た。検証の結果，開発した AI で判定した評価は実

際の評価よりも全体的に低く判定されていることが

わかった．要因として，評価観点の判定方法や評価

分類のアルゴリズムにおける評価観点の比重，そし

て検証データが評価指標を定める以前に評価された

動画であることが考えられる． 

今後の展望として，評価観点方法の見直しと実用

性の高いアプリ化が挙げられる．今回設定した閾値

の妥当性は検証できていないため，より柔軟に評価

を行うことができるように検討を進める．また，今

回作成した自動評価プログラムを用いてアプリ化を

する際，アプリ利用者に評価を行った際の指摘箇所

（原稿を読んでいるような仕草等）を，動画あるい

は画像形式で視覚的に表示することで，より実用性

のある学習支援アプリになると考える． 
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